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横手市議会だより

「新しい未来」
十文字中学校美術部３年　麻生　陽菜さん

ひなあそう

「夏の終わり」
十文字中学校美術部３年　土谷　彩葉さん

いろはつちや

　今年は猛暑で、受験生には辛い夏で
した。でも過ぎてしまえば、なぜか寂
しい気がします。そして、今私たちは
自分の未来に向かって、気持ちを新た
にしています。そんな思いを、２人で
連作にしました。２人の気持ちが届け
ばうれしいです。

作品のこだわりポイント！
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調
査
特
別
委
員
会
は

な
ぜ
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か

　
定
例
会
中
に
行
わ
れ
た
令
和
４
年
度
下

水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て

は
、
予
算
決
算
委
員
会
産
業
建
設
分
科
会

お
よ
び
予
算
決
算
委
員
会
に
お
い
て
起
立

者
が
な
く
、
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が

認
定
す
べ
き
で
な
い
も
の
と
な
り
、
こ
れ

を
受
け
て
本
会
議
で
も
起
立
者
な
し
に
よ

り
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
予
算
決
算
委
員
会
分
科
会
審

査
で
、
委
員
か
ら
の
指
摘
に
よ
り
大
森
浄

化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
工
事
施
工
不
良

が
発
覚
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

　
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
、
令

和
２
年
度
大
森
地
区
農
業
集
落
排
水
（
機

能
強
化
）
事
業
と
し
て
令
和
３
年
３
月
に

着
工
し
、
令
和
４
年
３
月
に
水
槽
の
土
木

工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
後
、

建
築
工
事
中
に
水
槽
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
ク
ラ
ッ
ク（
ひ
び
割
れ
）な
ど
が
確
認

さ
れ
、そ
の
補
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
推
進
会
議
（
委
員
長
　
立
身

万
千
子
）は
、令
和
３
年
11
月
か
ら
12
回
に

わ
た
っ
て
検
討
を
重
ね
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
９
月
定
例
会
最
終
日
に
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
を
受
け
て
議
員
定
数
を
削
減

す
る
条
例
案
が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　
議
員
定
数
の
協
議
に
あ
た
っ
て
は
、
立

候
補
者
数
が
減
り
続
け
て
い
る
「
議
員
の

な
り
手
不
足
」の
問
題
が
あ
り
ま
す
。こ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
で
も
議
員
定
数

大森浄化センター整備事業に関する 調査特別委員会設置

さらに詳細な調査で真相究明へ

ま
た
、
機
械
設
備
や
電
気
設
備
に
関
す
る

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
予
算
が
不
足
し
、

発
注
が
遅
れ
た
こ
と
で
工
期
が
遅
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

当
局
か
ら
議
会
に
対
し
、
報
告
な
ど
が
一

切
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
問
題
視

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
当
局
の
説
明
や
総
括
質
疑
に

お
け
る
市
長
の
答
弁
内
容
に
議
会
と
し
て

到
底
納
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、
決
算

が
不
認
定
と
な
っ
た
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
Ｐ
７
、Ｐ
９
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
一
連
の
工
事
の

経
過
、
施
工
不
良
箇
所
に
関
す
る
補
修
方

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

事
業
に
対
す
る
疑
念
が
山
積

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
調
査
へ

調
査
特
別
委
員
会
に
よ
る

調
査
活
動
が
ス
タ
ー
ト

進
む
議
会
改
革

次
期
改
選
時
よ
り

議
員
定
数
を
４
人
削
減

を
削
減
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、ま
た
、全
国

的
に
見
て
も
当
市
と
人
口
規
模
が
同
程
度

の
自
治
体
の
平
均
議
員
定
数
は
、
当
市
議

会
の
定
数
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
次
期
改
選

時
よ
り
議
員
定
数（
26
人
）を
４
人
削
減
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
に
は
議
員
活

動
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
議
員
報
酬
の
見
直
し
を
引
き
続

き
当
局
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
通
年
議
会
と
は
、
会
期
を
通
年
（
１
年

間
）
と
す
る
議
会
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

定
例
会
を
中
心
と
し
た
議
会
活
動
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
期
を
通
年
と
す
る

こ
と
で
、
常
に
議
会
と
し
て
機
動
的
か
つ

多
種
多
様
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

議
会
運
営
の
効
率
化
や
、
議
員
の
活
動
が

見
え
や
す
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　
今
後
、
通
年
議
会
導
入
に
向
け
議
会
内

お
よ
び
当
局
と
の
積
極
的
か
つ
綿
密
な
協

議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

委
員
長
　
菅
原
　
正
志

副
委
員
長
　
佐
藤
　
誠
洋

委
　
　
員
　
鈴
木
　
勝
雄
・
木
村
　
清
貴

　
　
　
　
　
塩
田
　
　
勉
・
井
上
　
忠
征

　
　
　
　
　
小
野
　
正
伸
・
福
田
　
　
誠

　
　
　
　
　
加
藤
　
勝
義
・
髙
橋
　
和
樹

・
工
事
の
経
緯
、経
過

・
瑕
疵
部
分
に
か
か
る
補
修
工
事
、経
費

・
市
の
契
約
検
査
基
準

・
市
長
の
工
事
発
注
に
対
す
る
姿
勢
な
ど

・
令
和
６
年
３
月
定
例
会
ま
で

法
お
よ
び
経
費
、
契
約
検
査
基
準
な
ど
疑

念
が
山
積
し
て
い
る
状
況
を
重
く
見
た
議

会
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
、
議
員
全
員
の
賛
同
に
よ
り

定
例
会
最
終
日
に
横
手
市
議
会
委
員
会
条

例
第
６
条
に
定
め
る
特
別
委
員
会
の
設
置

が
提
案
さ
れ
、
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
特
別
委
員
会
の
発
足
を
受
け
、
９

月
27
日
に
は
委
員
に
よ
る
調
査
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
大
森
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
施
工
不
良
箇
所
と
そ
の
修

復
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
委
員

工事の経緯や経費、検
査など、適正な事務執
行をしていたかなどを
チェックするぞ !

施工不良が発覚した
大森浄化センター

調査特別委員会が行った
現地調査

��

次期改選時

間
で
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
確
認
や
意
見
交

換
、
今
後
の
調
査
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
の
事
業
に

つ
い
て
適
正
な
事
務
執
行
が
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
市
民
の
不
利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
か
な
ど
に
つ
い
て
継
続
し
て
調
査
を
行

い
、
真
相
を
究
明
し
て
い
き
ま
す
。
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定例会ピックアップ委員会審査報告

◆
母
子
保
健
事
業

小
児
予
防
接
種
電
子
化
の
ア
プ
リ
は
、
ど

の
よ
う
に
選
定
し
た
の
か
。

こ
の
機
能
が
あ
る
ア
プ
リ
は
、
今
回
選
定

し
た
１
社
の
み
が
提
供
し
て
い
る
。

ア
プ
リ
を
使
い
た
く
て
も
、
病
院
に
よ
っ

て
は
使
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

医
療
機
関
に
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

予
防
接
種
を
多
く
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
は

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
営
費
は
ど
の
よ
う
に
捻
出
す
る
の
か
。

運
営
費
は
、

毎
年
度
継
続
し
て

か
か
っ
て
い
く
が
、

子
育
て
支
援
と
し

て
必
要
な
負
担
で

あ
る
と
考
え
、
市

と
し
て
捻
出
す
る
。

問問問 答答答
小
児
予
防
接
種
電
子
化
は
市
民
が

安
心
し
て
使
え
る
も
の
な
の
？

厚生常任委員会

問答

効
果
的
な
観
光
誘
客
と
な
る
よ
う

に
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
設
定
を

産業建設常任委員会

◆
雄
物
川
民
家
苑
木
戸
五
郎
兵
衛
村
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正

建
物
の
補
修
や
修
繕
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
条
件
で
指
定
管
理
を
行
う
の
か
。

民
家
苑
は
市
の
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
所
管
課
に
確
認
し
た
上
で
、
建

物
の
大
規
模
な
修
繕
に
関
し
て
は
市
で
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
。

◆
当
市
に
拠
点
が
お
か
れ
る
一
般
社
団
法
人
マ

　
ン
ガ
ア
ー
カ
イ
ブ
機
構
に
つ
い
て

他
の
自
治
体
も
機
構
の
会
員
と
な
る
の
か
。

京
都
市
、
石

巻
市
、
北
九
州
市

な
ど
、
マ
ン
ガ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
が

会
員
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

問問 答答

民
家
苑
木
戸
五
郎
兵
衛
村
を
民
間

事
業
者
で
も
管
理
で
き
る
よ
う
に

総務文教常任委員会

◆
観
光
誘
客
推
進
事
業

閑
散
期
と
な
る
冬
季
の
観
光
誘
客
推
進
に

つ
い
て
は
、
経
済
効
果
や
事
業
効
果
を
し
っ
か

り
と
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
次
年
度

以
降
も
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い

く
た
め
に
も
な
お
さ
ら
目
標
の
設
定
が
重
要
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
取
り
込

み
に
最
終
的
な
目
標
を
置
い
て
い
る
。
観
光
庁

の
補
助
事
業
と
し
て
採
択
と
な
っ
た
ば
か
り
の

事
業
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
詳
細
を
詰

め
て
い
く
予
定
と

し
て
い
る
。
事
業

の
目
標
に
つ
い
て

も
、
今
後
し
っ
か

り
と
設
定
す
る
よ

う
に
し
た
い
。

賛否が分かれた議案と審議結果

・この他の議案は全員賛成により可決されました。
○：賛成　　●：反対
※1 寿松木孝議長は採決に加わりません。　※2 青山豊議員は監査委員です。

令
和
４
年
度
横
手
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定

全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
の
不
当
な

声
明
に
対
す
る
陳
情

ゆ
と
り
お
ん
大
雄
の
継
続
運
営
を
求
め
る
陳
情
書

「
大
曲
簡
易
裁
判
所
に
つ
き
裁
判
官
の
再
配
置

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
等
の
陳
情
書

横
手
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　賛　成
　反　対
宮川　拓也
福田　　誠
大日向香輝
菅原　正志
齋藤　光司
菅原　惠悦
青山　　豊
佐藤　誠洋
寿松木　孝
播磨　博一
塩田　　勉
髙𣘺　聖悟
柴田　　忍
佐藤　忠久
小野　正伸
髙橋　和樹
林　　一輝
本間　利博
加藤　勝義
鈴木　勝雄
立身万千子
土田百合子
井上　忠征
木村　清貴
加藤　雄太
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表 決 数

市民の会

さきがけ

新 政 会

創成の会

日本共産党

公 明 党

新風の会
実 横 会

議決結果 採択採択認定 原案
可決

令
和
４
年
度
横
手
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

19
4
〇
〇
〇
〇
〇
〇
※2
●
※1
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
●
●
〇
〇
●
〇

不採択不認定

案
件
名

会
派
・
議
員
名

議案 PICK UP!議案 PICK UP!

■議員提案の「農畜産物の適
正な価格形成の実現を求める
意見書」
　コロナ禍や大雪災害に加え、
飼料や肥料などの資材価格や燃
料費の高騰、最低賃金改定に伴
う人件費高騰も見込まれ、生産
・流通コストが上昇する一方、
価格転嫁は進んでおらず、地域
の農業経営は悪化の一途をたど
っています。
　地域の基幹産業である農業の
持続的発展が図られ、そして将
来にわたる食料の安定確保と農
業生産基盤が維持されるよう、
県内他市に先駆けて議員提案に
よる意見書を可決し、農林水産
大臣をはじめとする関係行政庁
に提出しました。

７月臨時会の概要

　障害者支援施設や介護保険施
設に、物価高騰に伴う光熱費の
負担を軽減する補助金を交付す
るための経費などを盛り込んだ
一般会計補正予算について審議
し、可決しました。

陳情の審査結果

◆ゆとりおん大雄の継続運営を求める陳情書
　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　春雄氏　他3,204名）
◆「大曲簡易裁判所につき裁判官の再配置を求める意見書」の
　採択等の陳情書　　　　　（秋田弁護士会会長　嵯峨　宏氏）

◆全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対する陳情
（信仰の自由・基本的人権を守る秋田県民の会代表　笠原　尚子氏）

審議された議案の概要や陳情の
要旨は、横手市議会ホームペー
ジでご確認いただけます。

台湾旅行展で横手をＰＲ

アプリ導入で接種スケジュール管理
や予診票への記入も簡単、便利に

利便性の向上に期待 木戸五郎兵衛村

厚　　生
常任委員

土田百合子
柴田　　忍
宮川　拓也
林　　一輝
立身万千子
青山　　豊
佐藤　忠久

産業建設
常任委員

菅原　正志
佐藤　誠洋
齋藤　光司
加藤　勝義
鈴木　勝雄
小野　正伸
播磨　博一
木村　清貴

総務文教
常任委員

髙橋　和樹
菅原　惠悦
大日向香輝
福田　　誠
塩田　　勉
加藤　雄太
本間　利博
井上　忠征
髙𣘺　聖悟

県内他市に先駆けて可決

案件名で
議案などの内容が
分からないときは

確認して
みてね！



決算審査決算審査

令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
会
計
の

決
算
審
査
中
、「
集
落
排
水
機
能
強

化
事
業
で
進
め
ら
れ
た
大
森
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
水
槽
工
事
に
お
い
て
、
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
の
情
報
が
あ
る
が
ど

う
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
の
説
明
の
中
で
、
工
事
に
関
す
る

施
工
不
良
や
費
用
の
増
額
が
発
覚
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
審
査
は
紛
糾
。
審

査
を
中
断
し
て
、
急
き
ょ
工
事
現
場

を
視
察
し
、
施
工
不
良
箇
所
の
状
況

を
調
査
す
る
異
例
の
事
態
と
な
り
ま

し
た
。

施
工
不
良
箇
所
の
状
況
調
査
を
終
え

委
員
の
指
摘
で
工
事
の
施
工
不
良
が
発
覚
！

下
水
道
事
業
会
計
は
「
認
定
す
べ
き
で
な
い
も
の
」

た
後
、
審
査
を
再
開
し
、
検
査
体
制
や

費
用
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
、
契
約

の
内
容
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

「
大
森
地
区
の
集
落
排
水
機
能

強
化
事
業
に
関
し
て
、
令
和

２
年
度
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
瑕
疵
に
関
す
る
説
明
も

な
く
、
予
算
の
増
額
に
つ
い
て
も
具

体
的
な
説
明
が
な
か
っ
た
」 

　
採
決
の
結
果
、
起
立
な
し
（
退

席
者
を
除
く
）
に
よ
り
認
定
す
べ
き

で
な
い
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

討
　
論

施設内には無数のクラック（ひび割れ）を
修復した痕跡が見られた

審査の途中で異例の現場視察

健康・福祉・環境健康・福祉・環境健康・福祉・環境
ファミリー・サポート・センター

利用者の現状は

　コロナ禍の影響もあると思うが、サービ
スの利用者が増えていない。今後の進め方
についてどのように考えているか。

現在、援助を必要とするファミリー
会員は多いが、援助する側のサポー

ト会員が少ない状況が続いている。そのため、
サポート会員を増やしていくための方策とし
て、養成研修や講習会等の充実を検討してい
る状態である。

マイナンバーカードの
保有率は

　令和4年度はマイナポイントが付与された
ため、申請窓口には行列ができていた。市で
の保有率の推移はどのようになっているか。

交付実績は前年度と比較して２万
2826枚増えた。マイナポイント付与

対象期間のカード申請が多く、特に10月か
ら３月の申請が多かった。令和５年８月末の
累計交付枚数は、６万5118枚で保有枚数率
73.８％となっている。

住み慣れた地域で安心して
暮らすための取り組みを

　生活支援体制整備事業の実施状況はどの
ようになっているか。また、物価上昇を踏ま
え、委託料値上げについて検討はしているか。

社会福祉協議会に事業を委託し、高齢
者が地域で継続して暮らすためにどう

いった支援が必要かを話し合ってもらっており、
課題に対し支援につなげるコーディネートの役
割となっている。委託金額は国の基準の上限額
となっており、これ以上の値上げはできない。

市立病院のマンパワーに
不足はないか

　公立病院には、患者のために身近に相談、
治療してくれることが望まれている。その
ためのマンパワーが重要だと思うがどうか。

まさに働き手がいることが重要だ。看
護師は少しずつ確保しているが、その他

の専門職はどこの病院でも採用に苦労してい
る。市立病院で働きたいと思っている人を確保
すること、働き甲斐のある場所であり続けるこ
とが重要であり、これからも努力していく。

地域医療を守るために
医療スタッフの確保が重要

答弁答弁

農商工業・観光・土木・建築・上下水道農商工業・観光・土木・建築・上下水道農商工業・観光・土木・建築・上下水道
Ｂiｚサポートよこてを
設置した効果は

　Ｂiｚサポートよこては、Y２ぷらざを改
修までして移転したものであるが、目的に
対してどのような効果があったのか。

パーソナルオフィスでは6部屋のうち
5部屋が利用されている。駅前に移転

したことにより新たな市民利用が増え、起業
を考えている方が気軽に相談できる場所とし
て活用いただいている。県外企業の誘致も目
的としており、現在2社が入居している。

起業について気軽に相談できる
Bizサポートよこて

農林業の課題解決への
達成度は

　農林業の課題をどう捉えているか。ま
た、その課題に対しどう対処し、今後どの
ように取り組んでいくのか。

物価高騰、高齢化、人材不足、中山間地
での営農継続、水田活用交付金の交付

対象水田見直しへの対応など課題は多い。果
樹は回復傾向にあるが、雪害からの復興、営農
継続を主に対策を講じた。林業は森林環境譲
与税を活用して取り組むことが重要と考える。

答弁答弁

答弁答弁

すでに市民の7割以上の方が
マイナンバーカードを持っている

高齢者が地域で安心して暮らせるよう
社会福祉協議会が架け橋となっている

講習会の充実などによる
　サポート会員の確保が急務

雪害から回復傾向にあるが
復興はまだ道半ば

７　あなたと市議会　第77号　2023.11.1 あなたと市議会　第77号　2023.11.1　６
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決算審査決算審査

総務・財政・教育・生涯学習・消防 

総務・財政・教育・生涯学習・消防総務・財政・教育・生涯学習・消防総務・財政・教育・生涯学習・消防
ふるさと納税の実績に
対する分析は

　当市への納税額３億8568万３千円は、県
内の他自治体と比較すると少ない。他自治
体のPＲの取り組みなどを分析しているのか。

庁内にプロジェクトチームを作り部局
横断で取り組んでいる。これまでにな

かった分野の新たな返礼品を増やし、品数は
県内一となっている。米や果樹については、
量が多いものが選ばれる傾向があり苦戦して
いるが、これまで以上にPＲに力を入れたい。

不登校の児童生徒への
支援体制は

　出現率が上昇していることを踏まえ、ど
のような支援体制を整備しているか。

要因や背景にはさまざまなことが複
雑に絡み合っている場合が多く、学

校と教育関係者が一層充実した支援や家庭へ
の働きかけを行うよう努めている。教育相談
の充実や不登校適応指導教室の設置など、時
には児童相談所や警察などと連携を取り、児
童生徒が社会的に自立する方向を目指して進
めている。

スマホ決済ポイント還元事業
の結果分析は

　国の交付金を活用し、キャッシュレス文化
推進のために実施したものだが、執行率が
半分ほどだ。この要因をどう分析したか。

よこて市民応援商品券事業に続いての
実施だったことも要因。結果として決

算額が６千万円と、令和２年度実施時より 3 倍
に増えた。アンケートでは市民の６割、20～
50 代では約 8 割の利用が見られ、キャッシュ
レス決済は普及してきていると考える。

消防施設整備事業の財政計画
との兼ね合いは

　令和４年度の防火水槽の充足率が54％
と低い。財政計画に盛り込み、中長期的に
計画を立てて建設を進めるべきではないか。

防火水槽は、地震防災緊急事業五箇年
計画で令和3年度から７年度までに毎

年３基ずつ建設することとしており、向こう５年
間の財政計画にも反映している。土地の確保
や１基あたり１3００万円の工事費を鑑みて、年
に３基の建設計画となっている。

答弁
答弁

答弁答弁

会
派
で
視
察
を
し
た
大
分
県
国

東
市
は
当
市
の
約
３
割
ほ
ど
の
人
口

で
、
基
金
運
用
収
入
は
ほ
ぼ
毎
年
１

億
円
以
上
。
一
方
、
当
市
で
は
国
東

市
よ
り
も
約
80
億
円
も
基
金
残
高
が

多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
令
和
４
年
度

の
基
金
利
子
は
４
２
０
万
円
し
か
な

い
。
今
後
も
地
方
交
付
税
の
減
額
に

よ
る
歳
入
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、

資
金
運
用
の
考
え
を
伺
う
。

資
金
管
理
運
用
方
針
に
基
づ
き

資
金
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
安
全
性

の
確
保
を
最
優
先
に
適
正
な
管
理
に

努
め
る
。

先
進
団
体
で
は
、
資
金
管
理
の

専
門
知
識
の
あ
る
第
三
者
を
資
金
運

用
の
戦
略
会
議
メ
ン
バ
ー
と
す
る
例

も
あ
る
。
当
市
で
は
そ
の
考
え
は
あ

る
か
。公

金
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
、

資
金
管
理
会
議
を
設
置
し
て
運
用
し

て
い
る
。

９
月
定
例
会
で
は
予
算
決

算
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
４

年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
認

定
議
案
12
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
下
水
道
事
業
会
計

を
除
く
11
件
の
決
算
を
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
会
計
は
「
認
定

す
べ
き
で
な
い
も
の
」
と
決
定

予
算
決
算
委
員
会
で
は
、

冒
頭
に
各
分
科
会
長
か
ら
決
算

審
査
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
、
産
業
建
設
分
科
会
（
菅

原
正
志
分
科
会
長
）
か
ら
は
、

下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
お
け

る
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
内
容
（
詳
し
く
は
Ｐ
７
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
）
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
総

括
質
疑
で
は
、

大
森
浄
化
セ

ン
タ
ー
工
事

に
つ
い
て
の

質
疑
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構

成
す
る
予
算
決
算
委
員
会
で
の

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
産
業
建
設
分

科
会
で
の
採
決
に
引
き
続
き
、

起
立
な
し
（
委
員
長
、
議
会
選

出
監
査
委
員
、退
席
者
を
除
く
）

と
な
り
、
こ
の
決
算
は
認
定
す

べ
き
で
な
い
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

下水道事業会計は分科会に引き続き

予算決算委員会でも起立なし

下
水
道
事
業
会
計
決
算

審
査
の
経
緯

委
員
か
ら
の
指
摘
に
よ
り

工
事
の
施
工
不
良
が

発
覚
！

採
決
の
結
果
、
起
立
な
し

認
定
す
べ
き
で
な
い
も
の
と
決
定

採
決
の
結
果
、
起
立
な
し

認
定
す
べ
き
で
な
い
も
の
と
決
定

（
委
員
8
名
）

（
委
員
24
名
）

産
業
建
設
分
科
会

予
算
決
算
委
員
会

問

問

答

答

佐 
藤
　
誠 

洋 

委
員

先
進
地
を
参
考
と
し
た
積
極
的
な
資
金
運
用
を

工
事
に
お
け
る
契
約
検
査
課
の

検
査
は
、
適
正
に
進
め
ら
れ
て
い
た

か
。

令
和
４
年
３
月
８
日
に
書
類
審

査
、
工
事
現
場
で
の
出
来
ば
え
、
出

来
形
の
検
測
な
ど
、
完
成
時
の
施
工

状
況
お
よ
び
評
価
の
確
認
を
行
っ
た
。

施
工
不
良
箇
所
が
見
つ
か
っ
た

際
、
な
ぜ
議
会
に
報
告
し
な
か
っ
た

の
か
。完

成
後
、
洗
浄
に
よ
る
水
槽
内

壁
面
の
落
下
や
、
多
く
の
ク
ラ
ッ
ク

が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
今
回
の
事

案
は
施
工
業
者
の
瑕
疵
と
判
断
し
、

補
修
を
実
施
さ
せ
た
。
契
約
に
規
定

し
た
進
め
方
で
あ
り
、
補
強
後
の
強

度
も
目
的
を
問
題
な
く
達
成
で
き
る

状
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

過
去
の
事
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、

議
会
に
報
告
す
べ
き
事
案
で
は
な
い

と
考
え
た
。

問答問答

ふるさと納税額の増加で
市内事業者の所得アップに

防火水槽は年次計画を立てて
増やしていく予定

不登校適応指導教室では
不登校の児童・生徒を支援

キャッシュレス決済は普及しつつあるが
事業費の執行率は半分ほどに留まった  

総括質疑

���
菅 

原
　
正 

志 

委
員

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
工
事
は
適
正
に
行
わ
れ
た
か



委員会質問一般質問

公
立
小
中
学
校
で
給
食
費
を
無
償

化
す
る
動
き
が
全
国
で
加
速
し
て
い
る

中
、
県
内
で
は
男
鹿
市
が
７
月
か
ら
学

校
給
食
費
無
償
化
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
保
護
者
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
学
校

給
食
費
の
半
額
補
助
、
第
３
子
か
ら
の

無
償
化
、
中
学
３
年
生
の
み
無
償
化
な

ど
、
一
部
を
無
償
化
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

拡
充
で
創
出
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」

を
活
用
し
、
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
食
品
の
価
格
高
騰
に
よ
り
給
食
費
の

負
担
が
増
加
す
る
中
で
、
学
校
給
食
費

無
償
化
は
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
支
援

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
学
校
給
食
費
無
償
化
は
、
全
国
的

に
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
当
市
で
は
学

校
給
食
費
は
食
材
購
入
経
費
の
み
を
保

護
者
よ
り
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
、
現

在
当
市
に
お
け
る
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
額
は
合
計
約
３
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
無
償
化
す
る
に
は
、
多

額
の
財
源
を
恒
久
的
に
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
課
題
だ
が
、
多
子

世
帯
へ
の
支
援
な
ど
、
一
部
の
無
償
化

に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化
の
財
源
と
し

て
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
は
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、
恒
久

財
源
と
は
な
り
得
な
い
た
め
、
学
校
給

食
費
無
償
化
の
財
源
と
し
て
は
不
安
定

な
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化
で

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
を

問

答 問

本
再
開
発
事
業
建
築
工
事
に
お
い

て
施
工
不
良
箇
所
が
発
覚
し
た
件
に
つ

い
て
、
現
在
（
９
月
５
日
）
に
至
る
ま

で
の
当
市
と
し
て
の
対
応
状
況
は
。

７
月
７
日
に
再
開
発
組
合
理
事
長

と
建
設
工
事
共
同
企
業
体（
建
設
Ｊ
Ｖ
）

代
表
者
よ
り
、
事
務
所
や
ホ
テ
ル
な
ど

が
入
る
予
定
の
Ｂ―

１
棟
に
工
事
施
工

ミ
ス
が
あ
っ
た
と
報
告
が
あ
り
、
同
日

に
市
を
加
え
た
３
者
で
緊
急
記
者
会
見

を
行
っ
た
。
翌
日
、
国
・
県
に
経
過
を

報
告
し
、
そ
の
後
も
協
議
を
実
施
し
て

い
る
。
施
工
不
良
箇
所
な
ど
の
状
況
確

認
は
、建
築
職
員
が
現
地
で
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
施
工
ミ
ス
が
発
覚
す
る
以

前
に
市
が
調
査
を
行
っ
た
経
緯
は
。

発
覚
以
前
よ
り
本
件
に
つ
い
て
の

う
わ
さ
話
が
さ
ま
ざ
ま
聞
こ
え
て
き
た

た
め
、
市
と
し
て
看
過
で
き
な
い
と
判

断
し
、
建
設
Ｊ
Ｖ
な
ら
び
に
一
般
業
務

代
行
者
に
報
告
を
求
め
る
に
至
っ
た
。

公
益
施
設
と
な
る
Ａ
棟
は
建
設
Ｊ

Ｖ
の
自
主
検
査
な
ら
び
に
工
事
監
理
者

に
よ
る
全
数
検
査
が
終
了
し
、
工
事
再

開
を
決
定
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
第
三

者
機
関
に
よ
る
調
査
・
検
証
の
状
況
は
。

８
月
18
日
に
第
三
者
機
関
へ
施
工

監
査
業
務
を
発
注
し
、
業
務
に
は
２
カ

月
程
度
の
時
間
を
要
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
市
に
対
し

て
も
資
料
提
供
し
て
も
ら
う
。

国
・
県
か
ら
交
付
予
定
の
補
助
金

に
影
響
は
な
い
の
か
。

施
工
不
良
へ
の
対
応
が
補
助
金
な

ど
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
に
つ
い

て
、
明
確
な
回
答
は
も
ら
え
て
い
な
い
。

問答

答答 問

問問 答

菅
原
　

正
志
議
員

す
が
わ
ら　
た
だ
し

公
共
温
泉
施
設
へ
の

　
　
今
後
の
関
わ
り
方
は

加
藤 

雄
太
議
員

か
と
う　
ゆ
う
た

横
手
駅
東
口
再
開
発

　
　
事
業
へ
の
対
応
状
況
は

公
共
温
泉
施
設
に
対
し
、
市
は
い

つ
ま
で
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

源
泉
の
枯
渇
な
ど
の
致
命
的
な
故

障
や
、
温
泉
経
営
環
境
の
激
変
な
ど
に

よ
り
、
市
負
担
額
の
著
し
い
増
大
が
見

込
ま
れ
る
場
合
、
改
め
て
施
設
存
続
の

妥
当
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
。公
共

温
泉
に
市
が
関
与
す
る
役
目
は
終
わ
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
元
々
の
思
い
だ
。

●
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
は

運
営
協
議
会
は
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
事
業
の
心
臓
部
だ
。
持
続
可
能
な

組
織
と
す
る
た
め
、
幅
広
い
年
齢
層
で

構
成
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
内
会
、
自
治
会
な
ど
の
代
表
に

限
ら
ず
、
地
域
内
の
幅
広
い
年
齢
層
の

方
の
参
画
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

話
し
合
い
の
内
容
を
後
々
確
認
で

き
る
よ
う
に
議
事
録
は
取
っ
て
い
る
か
。

運
営
協
議
会
で
内
容
は
記
録
し
て

い
る
が
議
事
録
提
出
は
求
め
て
い
な
い
。

●
園
芸
振
興
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は

地
場
産
品
を
生
か
し
た
商
品
開
発

な
ど
６
次
産
業
化
は
進
ん
で
い
る
か
。

地
元
農
産
物
を
活
用
す
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
し
て
開
催
し
て
お
り
、

多
様
な
発
想
に
よ
る
横
手
発
の
ヒ
ッ
ト

商
品
誕
生
を
期
待
し
て
い
る
。

●
農
業
副
産
物
の
有
効
活
用
は

も
み
殻
や
リ
ン
ゴ
の
剪
定
枝
な
ど

を
く
ん
炭
化
し
、
土
壌
改
良
剤
や
融
雪

剤
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

Ｊ
Ａ
で
は
園
芸
作
物
栽
培
で
の
実

証
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
試
験
結
果
を

注
視
し
て
、
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

含
め
て
共
に
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

問問 答 答

問 問答 答

答問答

老朽化により、再開するためには
多額の改修費が見込まれる鶴ヶ池荘

学校給食費無償化で
子育て支援のさらなる充実を

B-1 棟に続き是正工事が必要な
箇所があると発覚したA棟

土
田 

百
合
子
議
員

つ
ち
だ　
ゆ
り
こ

厚生常任委員会質問
厚生常任委員会では、当市の最大の課題であ
る人口減少を食い止めるには出生数の増加が
必須との観点から、子育て支援策として
①育児負担軽減
②経済的支援
③子育て拠点の整備　
が必要との調査結果をまとめました。
厚生常任委員会の総意として、この報告内容
をもとに市政について質す、委員会質問を行
いました。

子育て支援策について、約1年半にわたり担当部
署との意見交換や委員間討議、行政視察を行い、
それをもとに協議を重ね、8月7日に所管事務調
査報告書を議長に提出しました。

学校給食費無償化 を

　　　　　強く求める！
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一般質問一般質問

本
間 

利
博
議
員

ほ
ん
ま　
と
し
ひ
ろ

加
藤 

勝
義
議
員

か
と
う　
か
つ
よ
し

宮
川 

拓
也
議
員

み
や
か
わ　
た
く
や

播
磨 

博
一
議
員

は
り
ま　
ひ
ろ
か
ず

長
期
的
視
野
で
の

　
森
林
活
用
の
戦
略
が
必
要
だ

最
低
賃
金
改
定
に
よ
る

　
　
農
業
経
営
へ
の
影
響
は

廃
校
舎
利
用
施
設
の

　
　
改
修
整
備
再
考
を

子
育
て
に
か
か
る

　
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
が

１
人
当
た
り
年
額
千
円
徴
収
さ
れ
、
市

に
配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
利

用
に
も
関
心
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

森
林
の
将
来
の
姿
が
見
え
る
長
期
的
な

森
林
活
用
の
戦
略
に
な
っ
て
い
る
か
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は
、
森

林
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
森
林
所
有

者
の
意
向
調
査
や
経
営
管
理
権
集
積
計

画
の
た
め
の
森
林
経
営
管
理
事
業
を
中

心
に
考
え
て
い
る
。
森
林
を
効
率
よ
く

活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
な
が
ら
将
来

の
発
展
的
な
活
用
の
仕
方
を
示
し
た
い
。

地
元
産
木
材
の
利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
木
育
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

市
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
等
に

は
可
能
な
限
り
地
元
産
木
材
の
利
用
に

努
め
る
。今
後
は
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
や
森
林
資
源
の
循
環
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
や
、
若
年
層
へ

の
よ
り
一
層
の
教
育
も
必
要
と
考
え
る
。

●
後
三
年
合
戦
関
連
遺
跡
の
調
査
は

金
沢
柵
本
体
特
定
の
た
め
の
第
３

次
５
カ
年
計
画
が
令
和
６
年
度
で
終
了

す
る
が
、
そ
の
後
の
調
査
予
定
は
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果

な
ど
を
ま
と
め
た
総
括
報
告
書
の
刊
行

を
予
定
し
て
い
る
。調
査
を
お
願
い
し

て
い
る
識
者
や
文
化
庁
と
も
協
議
の
上
、

今
後
の
史
跡
の
調
査
お
よ
び
史
跡
指
定

に
関
す
る
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

平
泉
町
と
の
交
流
に
つ
い
て
伺
う
。

平
泉
町
と
横
手
市
の
深
い
歴
史
的

な
つ
な
が
り
を
も
と
に
多
様
な
連
携
交

流
を
検
討
し
て
い
く
。

問問 答

答 問答問

答

経
済
的
に
苦
し
い
世
帯
に
は
、
就

学
す
る
に
あ
た
っ
て
就
学
援
助
制
度
が

あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

通
常
必
要
と
な
る
学
用
品
の
購
入

費
用
や
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、

新
入
学
児
童
生
徒
の
学
用
品
費
な
ど
、

国
の
基
準
額
を
上
限
に
援
助
し
て
い
る
。

現
在
の
市
内
中
学
校
の
制
服
は
全

国
的
に
見
て
も
非
常
に
高
額
で
あ
る
。

経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
安
価
な

制
服
に
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

金
額
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
考

え
を
取
り
入
れ
な
が
ら
制
服
を
決
め
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
行
政
が
制
服
を
指

定
す
る
立
場
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
が
高
額
化
し
て
お
り
、

保
護
者
の
負
担
が
大
き
い
。
中
学
校
で

使
っ
て
い
る
よ
う
な
安
価
な
学
校
指
定

鞄
を
小
学
校
で
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

ラ
ン
ド
セ
ル
に
は
、
子
ど
も
が
小

学
校
に
入
学
す
る
に
あ
た
っ
て
の
保
護

者
、
祖
父
母
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
一
律
に
同
じ
も
の
を

市
と
し
て
指
定
す
る
の
は
難
し
い
。

昨
年
行
っ
た
質
問
の
中
で
、
学
用

品
に
か
か
る
費
用
を
削
減
し
て
い
く
と

い
う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
削

減
実
績
や
、
今
後
の
取
り
組
み
状
況
は
。

学
習
で
使
用
す
る
問
題
集
を
、
使

用
頻
度
な
ど
を
考
慮
し
て
削
減
し
た
り
、

必
ず
し
も
必
要
で
は
な
く
な
っ
た
資
料

集
な
ど
の
教
材
も
削
減
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
広
告

の
掲
載
に
つ
い
て

問

問

問 答

答

答答 問

廃
校
舎
と
い
う
施
設
規
模
の
大
き

な
建
物
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
る
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
施
設
の
老

朽
化
も
進
み
、
未
使
用
ス
ペ
ー
ス
の
維

持
管
理
や
用
途
変
更
に
よ
る
多
額
の
改

修
費
用
も
か
か
っ
て
お
り
、
経
済
的
、

合
理
的
で
な
い
。
規
模
縮
小
し
た
新
た

な
改
修
計
画
が
必
要
と
思
う
。

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
等
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
施
設
の
多
く
が
、Ｆ
Ｍ

計
画
で「
長
寿
」に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。改
修
の
際
は
、長
寿
命
化
を
講
ず
る

内
容
や
時
期
、施
設
の
規
模
や
機
能
、優

先
順
位
、
さ
ら
に
は
施
設
の
再
配
置
を

含
め
て
検
討
す
る
。

●
大
型
公
共
施
設
入
札
形
態
に
つ
い
て

体
育
館
、
市
民
会
館
の
入
札
形
態

を
、
横
手
市
で
実
施
し
た
こ
と
が
な
い

異
業
種
共
同
企
業
体
と
し
た
。
横
手
市

建
設
工
事
共
同
企
業
体
制
度
実
施
要
綱

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
形
態
だ
。
工

事
を
発
注
す
る
前
に
、
こ
れ
に
関
す
る

規
定
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

実
施
要
項
第
13
条
の
「
市
長
は
、

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、

別
に
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
活
用
で
き

る
」
と
し
た
条
項
を
根
拠
と
し
た
。

多
く
の
他
自
治
体
に
、
異
業
種
共

同
企
業
体
の
運
用
規
定
が
あ
る
。
当
市

に
は
規
定
が
な
い
ま
ま
市
長
の
裁
量
だ

け
で
進
ん
で
い
い
も
の
か
。

他
自
治
体
で
の
前
例
が
あ
る
事
か

ら
、
法
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
る
。

問問 答

問 答答

旧亀田小学校には
亀田地区交流センターが入っている

美しい横手の森林を守る
道満峠（平鹿地域）からの眺望

高額化するランドセルが
保護者の負担になりつつある

こ
の
度
の
改
定
に
よ
り
秋
田
県
の

最
低
賃
金
は
時
給
８
９
７
円
と
な
る
。

大
幅
な
上
昇
と
考
え
る
が
農
業
経
営
に

対
す
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

稲
作
で
は
一
定
の
機
械
化
・
省
力

化
が
図
ら
れ
て
い
る
し
、
労
働
力
も
法

人
雇
用
や
家
族
労
働
者
な
ど
が
大
半
を

占
め
る
こ
と
か
ら
影
響
は
少
な
い
と
考

え
る
。
一
方
、
園
芸
作
物
や
果
樹
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
多
く
の

人
手
を
要
し
、
資
材
費
等
が
高
騰
し
て

い
る
現
状
に
お
い
て
さ
ら
な
る
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
に
つ
な
が
る
た
め
、
影
響

は
少
な
く
な
い
も
の
と
考
え
る
。

今
後
も
人
件
費
の
上
昇
は
続
く
と

思
う
が
、
実
効
性
の
あ
る
新
た
な
支
援

策
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
。

市
独
自
に
人
件
費
に
対
し
て
直
接

的
な
支
援
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
賃
金
上
昇
に
見
合
う
農
業
所
得

が
確
保
で
き
る
よ
う
な
支
援
策
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

適
正
な
価
格
転
嫁
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
は
当
然
必
要
だ
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
的
確
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

与
え
ら
れ
る
制
度
よ
り
、
農
家
に
求
め

ら
れ
る
支
援
制
度
の
設
計
を
望
む
。

こ
れ
ま
で
も
Ｊ
Ａ
各
生
産
部
会
か

ら
農
家
へ
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
た

が
、
昨
今
の
資
材
高
騰
や
人
件
費
増
な

ど
の
コ
ス
ト
上
昇
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
農
家
の
要
望
を
聞
き
取
る

体
制
を
強
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
二
次
医
療
圏
再
編
の
課
題
と
対
応
に

つ
い
て

問問 答

答 問

答

最低賃金の上昇は園芸作物などの
農業経営にも大きく影響

どうまんとうげ

ランドセル平均購入額の推移
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一般質問一般質問

井
上 

忠
征
議
員

い
の
う
え　
ち
ゅ
う
せ
い

大
日
向 

香
輝
議
員

お
お
ひ
な
た　
こ
う
き

福
田 

　
誠
議
員

ふ
く
だ　
ま
こ
と

立
身 

万
千
子
議
員

た
つ
み　
ま
ち
こ

就
職
支
援
と

　
結
婚
支
援
で
若
者
の
定
住
を

市
民
の
健
康
増
進
へ

　
　
市
は
ど
う
取
り
組
む
か

雪
ま
つ
り
開
催
時
な
ど
の

　
　
宿
泊
施
設
不
足
解
消
を

高
齢
者
の

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

※NFT…Non-Fungible Tokenの略。 
　　　　偽造不可能な唯一無二のデジタル資産のこと。

若
者
世
代
へ
の
就
職
支
援
は
。

労
働
力
不
足
が
顕
著
に
な
り
つ
つ

あ
る
な
か
、
若
者
が
地
元
に
就
職
し
、

定
着
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
。
市

で
は
、
市
内
企
業
を
就
職
先
と
し
て
若

者
に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
横
手
や
県
な
ど
と
も
連
携
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
学
校
関
係
者
や
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
若
者
の
地
元
定
着

促
進
へ
の
取
り
組
み
を
協
議
し
て
い
く
。

結
婚
相
談
支
援
を
ど
う
進
め
る
か
。

非
婚
化
・
晩
婚
化
へ
の
対
策
や
若

者
の
交
流
の
活
性
化
を
目
的
に
、
若
者

出
会
い
・
結
婚
生
活
応
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。行
政
で
は
踏
み
込
み
に
く

い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
が
あ
る
が
、
少

子
化
問
題
解
決
の
最
も
根
本
的
な
課
題

と
捉
え
、今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
む
。

●
大
雨
災
害
対
応
に
つ
い
て

７
月
の
大
雨
災
害
に
関
す
る
避
難

情
報
伝
達
状
況
の
検
証
は
行
っ
た
か
。

複
数
の
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
避
難

情
報
を
伝
達
し
た
。避
難
情
報
発
令
対

象
地
域
で
聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
今

回
初
め
て
運
用
し
た
エ
リ
ア
メ
ー
ル
が

最
も
有
効
だ
っ
た
と
の
回
答
を
得
た
。

水
害
被
災
者
支
援
制
度
の
周
知
は
。

地
域
防
災
計
画
に
記
載
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。
平
成
29

年
７
月
に
冊
子
を
作
成
し
て
以
来
改
定

し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
度
の
大
雨
で

被
災
し
た
県
内
自
治
体
の
対
応
を
参
考

に
支
援
制
度
を
ま
と
め
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

問問問 答

答答問

答

令
和
５
年
度
予
算
で
「
は
り・き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
」

が
半
減
さ
れ
た
。
理
由
と
し
て
利
用
率

が
３
％
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
が
、そ
の
数
字
の
根
拠
は
何
か
。

交
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
65
歳
以

上
の
３
万
３
７
４
３
人
へ
の
交
付
可
能

枚
数
に
対
し
、
実
際
に
利
用
さ
れ
た
枚

数
の
割
合
で
あ
る
。

交
付
枚
数
に
対
す
る
交
付
率
や
利

用
率
を
根
拠
に
す
る
べ
き
で
は
。

当
事
業
を
利
用
し
て
い
な
い
方
も

数
多
く
い
る
。
限
ら
れ
た
福
祉
の
財
源

を
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
に
重
点
を
置

き
活
用
す
る
べ
く
判
断
し
た
。

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
介
護

予
防
普
及
啓
発
事
業
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

ま
だ
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
今
後
は
利
用
者
を
幅
広
く
募
る

ほ
か
、
周
知
を
行
い
健
康
づ
く
り
と
介

護
予
防
の
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、
秋
田
県

の
英
語
の
平
均
正
答
率
が
全
国
平
均
を

下
回
っ
た
こ
と
は
、
大
変
残
念
に
思
っ

て
い
る
。
今
後
は
小
中
学
校
で
の
外
国

語
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
、
自
ら
学
び

を
進
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

・※

Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
活
用
し
て
市
の
財
政
へ

の
貢
献
を

問

問

問 答

答

答答 問

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際
、

宿
泊
施
設
の
客
室
数
が
圧
倒
的
に
少
な

く
、
せ
っ
か
く
当
市
を
訪
れ
て
も
近
隣

市
町
村
に
宿
泊
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
市
に
と
っ

て
大
き
な
損
失
と
な
り
か
ね
な
い
が
、

そ
の
克
服
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

雪
ま
つ
り
開
催
期
間
な
ど
は
周
辺

市
町
村
の
宿
泊
施
設
の
協
力
、
連
携
が

不
可
欠
と
な
る
。個
々
の
宿
泊
施
設
で

は
、
年
間
を
通
し
て
の
客
室
稼
働
率
や

従
業
員
数
な
ど
を
鑑
み
て
営
業
形
態
を

判
断
し
て
い
る
た
め
、
行
政
側
か
ら
働

き
か
け
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

宿
泊
施
設
不
足
の
解
決
策
と
し
て
、

民
泊
許
可
申
請
の
推
進
や
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
で
の
宿
泊
場
所
の
設
置
な
ど
、

新
た
な
宿
泊
手
段
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

現
状
や
需
要
を
見
極
め
な
が
ら
総

合
的
に
検
討
す
る
。

外
国
語
で
の
案
内
が
充
実
す
る
こ

と
で
、
外
国
人
観
光
客
の
満
足
度
を
向

上
さ
せ
、
国
際
的
な
魅
力
を
高
め
る
可

能
性
が
あ
る
。
多
言
語
案
内
看
板
や
情

報
提
供
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

地
域
通
訳
案
内
士
の
育
成
を
昨
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、多
言
語
で
の

観
光
ガ
イ
ド
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。ま
た
、特
に
外
国
人
の
来
訪
者

が
多
い
雪
ま
つ
り
で
は
英
語・中
国
語・

タ
イ
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
て

い
る
。し
か
し
、屋
外
の
多
言
語
案
内
看

板
な
ど
に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
り
、改

め
て
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と
取
り
組
み

問問 答

答

答問

大阪城でのかまくら PRイベント
雪まつり期間中の宿泊施設不足が課題

高校 2年生を対象に行われた
横手のスゴイ企業発見 !! ガイダンス

高齢者の健康のために効果的な
はり・きゅう・マッサージ

県
は
、
救
急
医
療
を
含
む
入
院
治

療
が
で
き
る
二
次
医
療
圏
を
、
８
つ
か

ら
３
つ
に
見
直
す
方
針
を
示
し
た
。
市

で
は
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

病
院
の
役
割
分
担
と
連
携
を
強
化

し
、
効
率
的
な
体
制
を
整
え
、
医
療
提

供
体
制
を
長
期
的
に
維
持
す
る
に
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。
生
命
の
危
険
が
切

迫
す
る
よ
う
な
場
合
に
も
素
早
く
治
療

で
き
る
体
制
の
確
保
な
ど
が
課
題
だ
。

令
和
元
年
に
厚
生
労
働
省
で
示
し

た
公
立
病
院
の
再
編
、
統
合
す
べ
き
病

院
の
対
象
か
ら
、
市
立
大
森
病
院
の
除

外
を
求
め
る
陳
情
が
住
民
か
ら
出
さ
れ
、

採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
国
で
は
再
編

統
合
を
進
め
て
い
る
が
、
市
の
方
針
は
。

公
立
病
院
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
対
応
で
中
核
的
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
で
、
国
で
は
持
続
可
能
な
地

域
医
療
体
制
確
保
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
重
視
す
る
方
向
に
変
わ
っ

て
い
る
。
今
後
も
い
か
な
る
差
別
も
な

く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
権
利
と
、
健
康

に
生
き
る
権
利
を
大
事
に
し
て
い
く
。

●
健
康
よ
こ
て
21
計
画
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
検
証
結
果
は
。

社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
目
標

項
目
の
追
加
や
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
生
活

を
一
体
的
に
支
援
す
る
体
制
作
り
と
、

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
く
。

健
康
の
駅
事
業
の
実
績
と
課
題
は
。

令
和
４
年
度
は
小
さ
い
エ
リ
ア
で

実
施
す
る
健
康
の
駅
の
利
用
者
が
伸
び

た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
用

し
、
運
動
に
よ
る
継
続
的
な
健
康
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

問問 答

答答問 問

答

二次医療圏を３つにしても
安心安全な医療の提供はできるのか

県北

県南
県央

大仙・仙北

横手

湯沢・雄勝
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一般質問・ぎかいトピックスぎかいトピックス

増田地区交流センター運営協議会のみなさん

七尾　豊太郎 さん
（増田地区交流センター運営協議会　会長）

教育や少子化の
問題について
掘り下げた議論を
聞いてみたいです

　９月７日に増田地区交流センター運営協議会の皆さんが、市議会の取り組みを
今後の活動の参考とするため、一般質問の傍聴にいらっしゃいました。

もっと分かりやすく、もっと身近な議会に

　7月27日に議会だよりモニターの皆さんと広報委員が集まり、議会だ
よりモニター会議を開催しました。
　モニターの皆さんからは、読者の目線で読みたくなる紙面にするため
のいろいろなご提案をいただきました。

　議会だよりモニター会議の様子は9月11日の「もっと
教えて！横手市議会」で放送しました。放送内容は横手市
議会ホームページからお聴きいただけます。

どういう議論をして

決められたかがわかる

特集記事はとても

良かったです！

議会だよりモニター会議

　非常時でも議論を止めない！
オンラインでの委員会出席が可能に

　登庁して委員会に出席することを原則としながらも、感染症のまん延や、災害発生時、
育児・介護などやむを得ない理由により登庁が困難となった時でもオンラインでの出席が
可能となったことで、非常時でも委員会を開催で
きるようになります。
　これにより、非常時でも復旧支援策をいち早く
検討することや、参考人などからオンラインで意
見を聴くことなども可能です。

そうなのか！

便利な機能を追求し

ていくだけじゃダメ

なんだね。

鈴
木 

勝
雄
議
員

す
ず
き　
か
つ
お

国
の
肥
料
価
格
支
援
事
業
に

　
　
市
で
嵩
上
げ
を

物
価
や
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
に

農
家
は
苦
し
ん
で
お
り
、
国
で
は
肥
料

価
格
高
騰
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
国
の
支
援
で
足
り
な
い
部
分
は
農

家
の
負
担
と
な
る
が
、
市
で
国
の
支
援

に
嵩
上
げ
す
る
考
え
は
な
い
か
。
化
学

肥
料
へ
の
支
援
は
再
生
産
を
促
す
た
め

の
効
果
的
な
支
援
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
化
学
肥
料

の
使
用
量
低
減
に
向
け
、
地
域
資
源
を

肥
料
成
分
と
し
た
地
域
内
循
環
農
業
へ

の
一
層
の
転
換
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

国
の
支
援
事
業
に
上
乗
せ
し
て
の
助
成

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
も
肥
料
な
ど

の
価
格
動
向
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
農
業
者
が
引
き
続
き
意
欲
的
に
営
農

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
す
る
。

少
雨
や
高
温
障
害
に
よ
り
ス
イ
カ

以
外
の
園
芸
作
物
と
キ
ノ
コ
類
の
生
産

量
が
減
少
し
て
い
る
が
、
対
策
は
。

Ｊ
Ａ
各
生
産
部
会
と
連
携
し
て
、

高
温
化
で
の
管
理
・
作
業
な
ど
に
つ
い

て
生
産
者
に
情
報
提
供
し
、
農
業
経
営

に
対
す
る
影
響
の
把
握
に
も
努
め
る
。

●
公
共
温
泉
施
策
に
つ
い
て

公
共
温
泉
施
設
の
方
向
性
決
定
は

時
期
尚
早
だ
。
現
在
営
業
中
の
施
設
の

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
休
館
中

の
施
設
の
方
向
性
を
決
め
る
べ
き
で
は
。

休
館
し
て
い
る
施
設
も
他
の
営
業

し
て
い
る
施
設
と
一
体
的
に
取
り
扱
い

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ま
ず
は
公
共
温

泉
施
設
全
体
の
方
向
性
を
決
定
し
、
市

が
関
与
を
継
続
す
る
と
し
た
施
設
の
改

修
工
事
な
ど
を
行
い
再
開
を
目
指
す
。

問問 答

答 問

答

地域の有機資源を堆肥として再利用
している横手市大雄堆肥センター

ＱＲコードに頼りすぎた記事に

なっちゃうと読みたいっていう

気持ちにはならないかも…

阿部　聡 さん
（増田地区交流センター運営協議会　委員）

安心して暮らせる
住みよい地域に
なるような活動を
期待しています

議場へ
ようこそ

増田地区交流センター運営協議会の皆さんが市議会を傍聴した様子は、10月23日放送の「もっと教えて！
横手市議会」で放送しました。放送内容は横手市議会ホームページからお聴きいただけます。



ぎかいトピックス先進地から学ぶ

　
当
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
課
題

解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
、
同
様
の
問
題
を
解
決

し
た
り
、
成
果
が
出
て
い
る
他
自
治
体
や
企
業
な
ど

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
視
察
で
は
、
現
場
見
学
や
意
見
交
換
を
行
う
な
ど

し
て
先
進
事
例
を
学
び
、
一
般
質
問
や
議
員
提
案
な

ど
に
よ
り
、
当
市
の
課
題
解
決
に
生
か
し
ま
す
。

議会の　　動き議会の　　動き主な

愛知県大府市議会、福島県相馬市議会行政視察受け入れ
ICTプロジェクトチーム行政視察（～6日、全国地方議会
サミット2023、ZVC　JAPAN株式会社）
厚生常任委員会行政視察（～12日、群馬県渋川市・高崎
市、埼玉県上尾市）
正副委員長会議、議会運営委員会、全員協議会（議案説明
会）、総務文教常任委員会協議会、議会改革推進会議
市議会７月臨時会【P3】、全員協議会（行政課題説明会）
秋田県市議会議長会定例会（秋田市）
北上市・西和賀町・横手市議会
議員研修交流会
湯沢市議会行政視察受け入れ、
議会だよりモニター会議【P17】
全員協議会（行政課題説明会）、
厚生常任委員会協議会、ICTプ
ロジェクトチーム会議

4日
5日

10日

13日

18日
20日
24日

27日

28日

７
月

議会改革推進会議
友好都市厚木市議会表敬訪問（～6日）
Y8サミットメンバーと議員の勉強会
秋田県後期高齢者医療広域連合議会8月臨時会（秋田市）
産業建設常任委員会協議会
正副委員長会議、議会運営委員会、全員協議会
（議案説明会、行政課題説明会）
広報分科会
友好都市那珂市議会表敬訪問（～26日）
市議会9月定例会（～9月21日）【P2～16】

4日
5日
7日
9日
17日
21日

22日
25日
28日

８
月

広報分科会
議会運営委員会
広報広聴委員会
全員協議会（行政課題説明会）
産業建設常任委員会協議会
正副委員長会議、議会運営委員会、広報分科会
産業建設常任委員会協議会、広聴分科会
全員協議会、議会運営委員会、大森浄化センター整
備事業に関する調査特別委員会【P2~3】
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会

1日
5日
6日
7日
12日
19日
20日
21日

27日

９
月

他自治体との
議員研修も活発
になってきたね

産業建設常任委員会 ６月27日～29日

厚生常任委員会 ７月10日～12日

もみ殻の新たな活用法は？“モノづくり”ではなく
“コトづくり”ができる道の駅に

　　　■産学官民連携で
“もみ殻”有効活用プロジェクト
射水市では2010年にＪＡ、企
業、大学、行政の連携による
「もみ殻循環プロジェクトチー
ム」を発足。もみ殻を安全に処
理しつつ土壌改良肥料として活
用するリサイクル技術を確立し、
実用化を進めている。

▶稲作の副産物として当市でおおよそ
年17,000トンも排出されるもみ殻
の有効活用策として興味深い事例。
▶散布する際の使いやすさの面で課題
が残るため、ペレット（固形）化への
改良が必要と感じた。
▶地域が抱える課題の解決にもつなが
るため、当市でも行政がＪＡや地元企
業と連携し事業化できないか、検討を
進めてほしい。

視察を終えて

■商社機能を併せ持つ販売拠点

地元産品の施設内レストランで
の提供や、商品開発など、農水産
業、商業、サービス業が一体と
なった６次産業化を実践してい
る。また、地元産品を一手に集め、
他地域や都市部に売りこむ地域
商社機能の役割も担っている。

▶モノを買ったり食事をするだけの場
所ではなく、そこで過ごす時間を充実
させ、「コト（体験や経験）づくり」
として提供しようする取り組みは見習
うべきと感じた。
▶当市は他地域に類を見ないほど多種
多様な農産物に恵まれている。より６
次産業化を意識した、当市ならではの
オンリーワンのコトづくりを進めてい
く必要性を感じた。

視察を終えて

全国に先駆けた
ヤングケアラーＳＯＳ事業

給食費無償化は
もはや全国的なトレンド

■ケースバイケースで問題解決

いろいろな問題が絡み合うヤング
ケアラーを解決するには、枠の決
められたサービス提供では困難だ。
高崎市では利用者のニーズに合わ
せケースバイケースで対応してい
る。また、ヤングケアラー以外にも
３つのＳＯＳ事業を行っている。

▶本人や家族はもちろん、民生児童委
員など周りにいる大人も声をあげやす
くするための雰囲気作りは当市でも参
考にすべき。
▶子育て支援でも、子育てＳＯＳ事業、
託児サービス、ファミリー・サポー
ト・センターの３つの事業が相互に補
完してサービスを充実させており、当
市でも参考になると思った。

視察を終えて

■給食費無償化を実現した方法は

平成２９年に全国に先駆けて給食
費無償化を行った渋川市では、小
中学生の学校給食費を市の一般
財源で全額負担している。無償化
は、当時の市長の公約で実施した
とのこと。当市の課題でもある子
育て支援策として視察し調査した。

▶保護者からは「経済的に助かる」と
の声があがっているほか、給食費の徴
収に係る職員の事務軽減が図られると
いった副次的な効果もあるとのこと。
▶恒久的な財源確保などの課題はある
が、当市においても子育て支援の経済
的な負担軽減策として重要な施策と考
えるため、９月定例会の委員会質問で
当局に導入を提案することとした。

視察を終えて

ＩＣＴプロジェクトチーム
包括連携協定を生かして
ＩＣＴ活用推進を

■広がり続けるZoomの可能性

オンライン会議システム「Ｚｏｏｍ」
では、会議内容の要約やバーチャ
ルコーチなどさまざまな機能も開
発、更新されている。なお、Ｚｏｏｍ
の日本法人ＺＶＣ　ＪＡＰＡＮ株式
会社と当市は令和４年12月に包
括連携協定を締結している。

▶電話機能を使用した災害時の連絡は
議会でも導入したいと思う内容だった。
試験的に活用してみるなどして、導入
の可能性を前向きに検討していきたい。
▶連携協定を積極的に生かし、今後も
定期的に打ち合わせや勉強会を行い、
オンライン会議等への知識を深めるこ
とで、議会のＩＣＴ活用を促進してい
きたい。

視察を終えて

行
政
視
察
っ
て
な
に
？

７月５日～６日

「Ｙ８サミット創快横手市議会」「Ｙ８サミット創快横手市議会」 11月13日開催決定！

　Ｙ８サミット創快横手市議会（以下、Ｙ８サ
ミット）では、市内の全７中学校の代表が中学生
議員となり、「横手市中学校創快宣言」を実現し、
よりよい学校生活を創るため、さまざまな提案を
行います。

　８月７日にＹ８サミットメンバーと市議会議員が一堂に会し、各校が提案を予定して
いる政策の内容をさらに充実したものにするため、市議会議員がアドバイスしたり、各
校との情報交換をする“作戦会議”を行いました。

　Ｙ８サミットは11月13日に本会議場で行われます。中学生議員からどのような提案
がされ、市ではその提案をどのように生かしていくのか楽しみですね。

昨年度のＹ8サミットの様子

Ｙ８サミットに向け議員と“作戦会議”を実施！

僕たち、こんな政策の

提案を考えているんです！

厚生常任委員会では、今回

行った行政視察を踏まえ、

子育て支援の視点から見た

学校給食費無償化について

委員会質問を行いました。

【P10参照】

この部分を調べてみたら

もっといい提案になるん

じゃないかな?

7/24　北上市・西和賀町・
横手市議会議員研修交流会
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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

◆広報広聴委員会広報分科会
分科会長　大日向香輝　副分科会長　林　　一輝
委　　員　井上　忠征　加藤　雄太
　　　　　青山　　豊　福田　　誠

　十文字中学校美術部は、１～３年生27名で
活動しています。美術部の活動の成果を示す学
校祭が終わった今は、２年生が主体となって新
体制での活動が始まっています。
　今年の美術部の合い言葉は「賞状をもらえる
作品づくり」で、さまざまなコンクールにエン
トリーしてきました。また、地域との連携とし
て「学用品おさがりの会」のイベント看板を部
員で協力して作りました。
　これらの制作を通して感じることは「まだま
だ描く力が足りない。」ということです。描き
たい物の色と形を正確に表現すること、陰影や

奥行きを意識して描くという基本的なことを
日々の練習で積み上げていきたいと思います。
そうして個人個人の描く力を高めると共に、仲
間と協力して大きな作品を仕上げられる団結力
も高めていきたいと思います。後輩たちのこれ
からの意欲的な活動に期待しています。

　　　十文字中学校美術部部長　丹　胡斗美

十文字中学校美術部活動の様子

十文字中学校
美術部

横手かまくらFMで市議会を知ろう！横手かまくらFMで市議会を知ろう！
　横手市議会では、市議会の活動や取り組みを議員自らの声で紹
介するFM番組「もっと教えて！横手市議会」を放送しています。
また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の
様子を放送しています。定例会最終日や臨時会当日の夕方には、
審議結果もお知らせしています。

　横手かまくらFMに職場体験に来た横手北
中学校２年の3人の生徒さんが、“市議会の
６つのハテナ”を議員に突撃インタビュー！
　中学生から繰り出される直球の質問、変化
球の質問に議員もたじたじ？
　インタビューされた議員からは、どんな回
答が飛び出すのでしょうか。お楽しみに！

これまでの放送内容はこちら
からお聴きください。

好評
放送中

たん ことみ

　全国ニュースに取り上げられるほどの酷暑を
乗り切り、横手も錦秋の季節を迎えています。

実りの秋から冬への準備が始まりつつありますが、この冬はつら
い雪の想い出ばかりではなく、雪の美しさや楽しさも心に残る
シーズンとしたいものですね。（井上　忠征）

編集後記

どんなときに
やりがいを感じ
ますか？

などなど

議員が考える
〝若い世代に　
　必要なこと〟
ってなんですか？

議員になって以来
最大のハプニング
話を教えて！

11/13放送主な放送内容（予定）

次号発行日のお知らせ　次号（No.78）の発行は令和6年2月1日の予定です。

インタビューした横手北中学校の生徒さんたち
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